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新 エ ネ ル ギ ー 委 員 会 の お 知 らせ(第337回)

日 時

場 所

令 和元 年10月2日(水)午 後1時 半 ～4時

衆議院第一議員会館 地下1階 第2会 議室

千代 田区永 田町2--2-1

◆ 国会議 事 堂前駅(丸 の内線 ・千代 田線)① 番 出 口よ り2分 、永 田町

駅(有 楽 町線 ・半蔵 門線)① 番 出 口よ り下車5分 。 当 日、午後1時

よ り、議 員会館 玄関 にて 、通行証 を差 し上 げ ます。 そ の時刻 前 に到

着 され た方 は、恐縮 です が、受付脇 の ロ ビー にてお待 ち下 さい。 ま

た、会議 開始後 にお越 しの方 は、受付 に 「第2会 議 室 に行 きたい」

旨お伝 え下 され ば、お 迎 えに参 ります。

が る電解質 」 と題 して解説 をいただ きま した。 燃料 電池 の問題 点 と して、水 素

をつ くるの に化石燃 料 を利 用 してい る点、水 素 ステー シ ョンが全 国 的 に広 が っ

てお らず 、燃 料電池 車 が普 及 しに くい点 と、エネル ギー密 度 が低 く、貯蔵 に大

型 の施 設 を要 す る点 があげ られ る。燃 料電池 の効率 を上 げ るには、電解 質 の性

能 を上 げ るこ とが一番 だ。 現在 アメ リカ製 の膜 が一 番 のシ ェアを 占めてい るが、

高温や 寒冷地 で使 えない 、 フ ッ素 を使 うた め装 置 に腐食 の恐れ が ある、有 毒 ガ

スが発 生す るな どの技術 的課題 があ る。 まず 、 フ ッ素 を使 わ ない伝 導体 と して

ポ リオ キ ソメ タ レー ト化合 物 に注 目 した。 サ イズ 、構 造 、電荷 を精 密 に設 計 で

き、構成 元素 の一部 を異種 元素 で置換 でき、多 電子 酸化還元反 応 が進行す る。

一 方
、高湿度 下で構 造が不安 定 、低湿度 下 で伝 導度 が低下す る とい う欠点 が あ

った。化合 物 にポ リエチ レング リコール を組 み合 わせ て、安 定度 は高 まった が、

ア メ リカ製 の性能 には及 ぼなか った。 次に、電 子 の集合 体 を大 き くす る こ とを

試 し、性 能 はアメ リカ製 に近 づいた が、不 安定 で あ る。 安定性 を増 す ところが

今後 の課題 で あ る。

まず 、 中島稔委員 長 よ り 『新 エネル ギー 関連 ニ ュースNo.187』 の解説 が あ

りま した。今 回 は、080℃ で電子 が励起 す る半導体材 料 を使 った増感 型電 池。

地熱 で使 われ なか った低 温部分 の活用 に資す る。 小型機器 の電池 に利 用予定 。

○脳 の病気 リス ク を量子 で測 定す るセ ンサ ー の研 究。 ○薄 く曲げ られ る太 陽電

池 で世 界最 高20%の 発 電効率 を達成。カ リウム を使 うこ とで コス トも抑 え る。

○海流発 電 の長 期 実証試 験開始。100kwが 目標 。 ○多様 な揺 れ か ら発 電 す

る技術。 新 たな回路 を設計 し、 これ まで反応 しなか った揺 れ か らも電気 を生 み

出す。 な どの解 説 が あ り、一 同大 い に勉 強 にな りま した。

議 題1、 最近 の再生 ・新エネ ルギー につ いて想 う

挨拶 中島稔新 エネル ギー委 員長

2、 新 しい熱 エネ ルギー の利用法:増 感 型熱 利用発 電

解説 松下祥子 東京 工業大学准 教授

3、 『新 エネルギー 関連 ニュースNO.187』

解 説 中島稔新 エネル ギー委 員長

報 告 去 る9月4日 開催 の 第336回 新 エ ネル ギー 委 員 会 は、 中 島稔

新 エ ネル ギー委員 長 が議 長 を務 め行 われ ま した。

は じめ に、 中島委 員長 よ り、 「最近 の再生 ・新 エ ネル ギー にっい て

想 う」 と題 して開会挨拶 が あ りま した。 世界 安全都 市 ラ ンキン グでベ

ス ト3に 東京 と大 阪が入 った。 岡 山も観 光 客が5倍 に増 えるな ど、世

界 か ら見て 日本 は安 心 して住 め る国だ と言 え る。 また、 国民 の平均I

Q、　GDP1ド ル 当た りのエネル ギー量 で も、 日本 は第1位 だ った。

第3次 エネル ギー革命 を 日本 か ら起 こせ る よ うに頑 張 りたい。

次 に、清原淳平専務理事 よ り、内 田さや か東京 大学大学院准教授の経

歴 紹介 があ りま した。次 に、内 田准教授 よ り、 「長寿命燃 料 電池 につ な
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